
税の歴史を柱とし
て国や社会の在り方
について考える

名取市立那智が丘小学校
教諭 松崎 孝太郎

租税教育のねらい

次世代を担う児童・生徒が社会や国を支
える税の意義や役割を深く理解し、税を通じ
て国や社会の在り方について考える。

「児童・生徒の租税教育に関する座談会」の開催についてより抜粋
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実践のねらいについて

税を通じて国や社会の在り方について考える。

なぜ今はお金で税金
を納めているのに、昔
は米や布や特産品だっ
たのだろうね。
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税を通じて国や社会の在り方について考える。

まとめの方法

• 児童は１～２月にまとめを行います。まとめる方法は各自が選択します。

• ①scratch（プログラミング）https://www.youtube.com/watch?v=qJ1wZr9SyJY

• ②ロイロノートやキーノート（パワーポイントのような

プレゼンテーションアプリ）

③画用紙または模造紙

④作文や文章

自分の理解度や実態に合わせて自己決定していく。
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https://www.youtube.com/watch?v=qJ1wZr9SyJY


具体例

図書館の活用について
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児童への中間アンケート結果から

16%

32%42%

7% 3%

すごく高まった

高まった

どちらかというと高まった

どちらでもない

全く高まっていない

テキストマイニングの結果から
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児童の中間感想

• 最初税はいらないものだと思っていたけど勉強をして生活するた
めには税は必要なものだと分かった。

• 税には色々な種類があり、とても昔の時代から税はあったのだと
改めて実感しました。

• 今回の税について調べて学んだ事、租税教室での方々のお教えな
どがこれからも興味を示せたらいいのかなと思います。

• 税について学んでみて昔の税金について詳しく知れたし、昔の税
と今の税を比べて見たりしたら全然違かったりしてもっと詳しく
調べたいと思いました。

今後の学習

時代ごとの暮らしや時代背景によって税の
仕組みや納めるものが違う。

政治・経済の分野（現代）にも生かす。

国や社会の在り方について考える。
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成果
成果
１ 単元ではなく、教科として税を柱に貫いたことで、児童が⻑期的に税について

意識することができてきた。（継続）
２ 当初から、まとめる方法と調べる時代を選択するように声掛けしたことで、自分

の興味がある時代の税について見通しを持って理解を深めることができている。
（継続）

３ 指導する側として「この単元で行わなければならない」や「○月までに完成しな
ければならない」といった義務感がなくなり、⻑期的に税に興味を持たせること
ができた。

課題
• 社会科の学習を貫く柱として「税」を設定するため、教師側の意
識がより重要になってくる。

• まとめる方法をいくつか設定したことで、時間的な差が生まれる
のではないかと懸念している。その都度実態に合わせて変えてい
くことも必要になってくる。

• 理解が深まった児童もいたが、まだ、興味関心の高まりや理解度
が低い児童もいるため、今後どのようにアプローチしていくかを
考える必要がある。
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おわりに

４月 ８月 ８月以降
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